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会
　
　
計

一
体
的
開
示
に
向
け
た
有
報
の
開

示
に
関
す
る
事
項
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ

会
　
　
計

収
益
認
識
基
準
、公
表
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

去
る
３
月
30
日
、
公
益
財
団
法
人

財
務
会
計
基
準
機
構（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
）

は
、「
有
価
証
券
報
告
書
の
開
示
に
関

す
る
事
項
―
『
一
体
的
開
示
を
よ
り

行
い
や
す
く
す
る
た
め
の
環
境
整
備

に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
』を
踏
ま

え
た
取
組
―
」（
以
下
、「
本
資
料
」と

い
う
）を
公
表
し
た
。

本
資
料
は
、
平
成
29
年
12
月
28
日

に
金
融
庁
・
法
務
省
が
公
表
し
た「
一

体
的
開
示
を
よ
り
行
い
や
す
く
す
る

た
め
の
環
境
整
備
に
向
け
た
対
応
に

つ
い
て
」を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
金
融
庁
・
法
務
省
は
、

本
資
料
に
掲
げ
ら
れ
た「
作
成
に
あ

た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
」お
よ
び「
記
載

事
例
」の
内
容
は
、
関
係
法
令
の
解

釈
上
、問
題
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、

企
業
に
お
い
て
、
有
価
証
券
報
告
書

と
事
業
報
告
等
の
記
載
内
容
の
共
通

化
を
行
う
際
に
参
考
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
、
と
し
て
い
る
。

本
資
料
に
は
、
全
15
項
目
に
つ
い

て
、
ひ
な
型
に
お
け
る
明
確
化
ま
た

は
法
令
解
釈
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。

⑵　
「
事
業
の
内
容
」
／
「
主
要
な

事
業
内
容

有
報
で
グ
ル
ー
プ
企
業
の「
事
業

の
内
容
」や「
事
業
に
お
け
る
位
置
付

け
」を
示
す
た
め
に「
事
業
系
統
図
」

以
外
の
記
載
は
認
め
ら
れ
な
い
の
か

と
い
う
指
摘
を
受
け
、
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
提
出
会
社
お
よ

び
関
係
会
社
の
位
置
づ
け
を
示
す
図

や
表
な
ど
、
事
業
系
統
図
以
外
の
形

式
に
よ
る
記
載
が
可
能
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

⑷　
「
従
業
員
の
状
況
」
／
「
使
用

人
の
状
況
」

有
報
の「
従
業
員
の
状
況
」と
事
業

報
告
の「
使
用
人
の
状
況
」は
実
質
的

に
同
一
の
内
容
と
解
さ
れ
る
が
、
異

な
る
用
語
で
記
載
す
る
こ
と
に
な
る

の
か
と
い
う
指
摘
を
受
け
、
有
報
の

「
従
業
員
の
状
況
」の
記
載
に
は
事
業

報
告
に
お
け
る「
使
用
人
の
状
況
」の

内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、実
務
上「
従

業
員
」と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
共

通
の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

⑸　
「
経
営
上
の
重
要
な
契
約
等
」

／
「
事
業
の
譲
渡
」等

組
織
再
編
成
契
約
に
関
す
る
開
示

を
決
定
す
る
ト
リ
ガ
ー
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
、
事
業
報
告
に
お
い
て
も
有

報
に
お
け
る「
業
務
執
行
を
決
定
す

る
機
関
に
お
け
る
決
定
が
あ
っ
た
と

き
」と
同
一
か
ど
う
か
と
の
指
摘
を

受
け
、
事
業
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
業

務
執
行
を
決
定
す
る
機
関
に
お
け
る

決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
業

の
譲
渡
等
に
つ
い
て
事
業
報
告
の
内

容
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
有
報

の
記
載
と
事
業
報
告
の
内
容
と
の
間

で
開
示
の
要
否
に
つ
い
て
相
違
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

⑼　
「
役
員
の
状
況
」
／
会
社
役
員

の「
地
位
及
び
担
当
」な
ら
び
に「
重

要
な
兼
職
の
状
況
」

事
業
報
告
に
お
け
る「
地
位
」、「
担

当
」お
よ
び「
重
要
な
兼
職
の
状
況
」

と
有
報
に
お
け
る「
役
名
」、「
職
名
」

お
よ
び「
略
歴
」の
記
載
は
、
重
な
り

合
う
と
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

関
係
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、

共
通
の
記
載
は
可
能
か
と
の
指
摘
を

受
け
、
事
業
報
告
の
内
容
と
す
べ
き

会
社
役
員
の「
地
位
」と
有
報
に
お
け

る「
役
名
」は
共
通
の
記
載
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、
事
業
報
告
の
内

容
と
す
べ
き
会
社
役
員
の「
担
当
」は

有
報
に
お
け
る「
役
員
の
状
況
」の

「
職
名
」欄
ま
た
は「
略
歴
」欄
に
、「
重

要
な
兼
職
の
状
況
」は
有
報
に
お
け

る「
役
員
の
状
況
」の「
略
歴
」欄
に
そ

れ
ぞ
れ
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
。

＊　

詳
細
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ（https://w
w

w
.asb.

or.jp/jp/other/w
eb_sem

inar/
kaiji_20180330.htm

l

）を
参
照
さ

れ
た
い
。

去
る
３
月
26
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
３
８
１
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

収
益
認
識
基
準
の
公
表
議
決

第
93
回
収
益
認
識
専
門
委
員
会

（
２
０
１
８
年
４
月
10
日
号（
№

１
５
０
９
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）

の
議
論
を
踏
ま
え
、
事
務
局
よ
り
、

電
気
事
業
お
よ
び
ガ
ス
事
業
の
検
針

日
基
準
に
お
い
て
、
代
替
的
な
取
扱

い
を
設
け
な
い
案
を
盛
り
込
ん
だ
文

案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
特
段
の
反
対
意
見
は
聞

か
れ
ず
、
出
席
委
員
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
公
表
議
決
さ
れ
た（
３
月
30

日
公
表
）。

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
の
対
応

４
月
16
、
17
日
に
行
わ
れ
る
Ａ
Ｓ

Ａ
Ｆ
会
議
で
の
発
言
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
た
。

審
議
さ
れ
た
議
題
の
な
か
で
、「
の

れ
ん
お
よ
び
減
損
」に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
企
業
結

合
で
取
得
し
た
識
別
可
能
な
無
形
資

産
の
認
識
に
つ
い
て
、
次
の
４
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

①　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
３
号
の
要
求
事
項
を

維
持
す
る（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ａ
）。

②　

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測

定
」と
同
様
の
開
示
要
求
を
、
企
業

結
合
で
取
得
し
た
無
形
資
産
に
適

用
す
る（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
）。

③　
耐
用
年
数
が
確
定
で
き
な
い
無

形
資
産
を
の
れ
ん
に
含
め
る
こ
と

を
認
め
る（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｃ
）。

④　

無
形
資
産
を
、
減
耗
資
産
と
、

有
機
的
に
置
き
換
え
ら
れ
る

（organically-replaced

）資
産

と
に
分
離
し
、減
耗
資
産
の
み
を
の

れ
ん
と
別
個
に
認
識
す
る
こ
と
を

要
求
す
る（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｄ
）。

こ
れ
に
対
し
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局

か
ら
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
が
提
示

し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
開
示
の
充

実
に
よ
る
情
報
の
有
用
性
の
改
善

（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
）、
お
よ
び
無
形
資

産
の
一
部
を
の
れ
ん
に
含
め
る
こ
と

に
よ
る
企
業
結
合
の
会
計
処
理
の
簡

素
化（
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｃ
お
よ
び
ア
プ

ロ
ー
チ
Ｄ
）と
い
っ
た
、
方
向
性
の

異
な
る
提
案
が
含
ま
れ
て
お
り
、
全

体
的
な
検
討
の
目
的
が
明
ら
か
で
な

い
等
の
気
付
き
事
項
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局

の
意
見
に
賛
意
が
示
さ
れ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
エ
ン
ド
ー
ス
メ
ン
ト

手
続

⑴　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」

第
42
回
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
エ
ン
ド
ー
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
作
業
部
会（
２
０
１
８

年
４
月
１
日
号（
№
１
５
０
８
）情
報
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フラッシュ

投資のハナシ表裏

春は来ない

と
こ
ろ
が
、
図
表
の
右
端
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
価
格
が

急
落
し
て
い
る
。
２
月
の
株
価
急

落
で
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
急
上
昇

し
た
こ
と
か
ら
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
イ
ン
バ
ー

ス
Ｅ
Ｔ
Ｎ
が
下
落
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
下

落
ぶ
り
が
、
驚
き
な
の
で
あ
る
。
具

体
的
な
価
格
で
示
す
と
、
２
月
２
日

の
２
９
、４
１
６
円
か
ら
翌
営
業
日

に
は
１
、１
４
４
円
ま
で
低
下
し
た

の
で
あ
る（
正
確
に
は
、
１
、１
４
４

円
で
早
期
償
還
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
の
で
、
上
場
廃
止
前
営
業
日

の
２
月
16
日
ま
で
、
実
質
的
に
、
取

引
価
格
が
１
、１
４
４
円
で
固
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）。

価
格
が
１
日
で
25
分
の
１
に

な
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
が
、
早
期
償

還
と
い
う
顛
末
に
は
も
っ
と
驚
い

た
。
た
い
て
い
の
金
融
資
産
価
格
は

急
落
す
る
時
は
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー

ト
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
し
ば
ら

く
待
て
ば
、
価
格
が
リ
バ
ウ
ン
ド
す

る
。
ま
し
て
や
、
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ

は
回
帰
性
が
あ
る
の
で
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
は

急
上
昇
し
て
も
、
必
ず
下
落
す
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｎ
は
Ｖ
Ｉ
Ｘ
急

上
昇
時
に
は
買
い
時
で
、
運
悪
く
保

有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
売
り
場
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

と
こ
ろ
が
、先
に
書
い
た
よ
う
に
、

こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｎ
は
早
期
償
還
さ
れ
る
こ

と
が
２
月
６
日
に
発
表
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
運
用
は
終
了
だ
。
新
規
に
投

資
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
保
有
者

に
と
っ
て
は“
最
悪
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
売
却
”と
い
う
意
味
だ
。

Ｖ
Ｉ
Ｘ
順
連
動
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
は
存
続

し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
イ
ン

バ
ー
ス
Ｅ
Ｔ
Ｎ
だ
け
が
早
期
償
還
さ

れ
る
の
か
？　

理
由
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
イ

ン
バ
ー
ス
Ｅ
Ｔ
Ｎ
の「
Ｖ
Ｉ
Ｘ
先
物

が
ｘ
％
動
く
と
、
価
格
は
マ
イ
ナ
ス

ｘ
％
動
く
」と
い
う
商
品
設
計
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
先
物
が
一
日

で
１
０
０
％
以
上
値
上
が
り
す
る

（
Ｖ
Ｉ
Ｘ
先
物
の
場
合
は
起
こ
り
得

る
）と
価
格
が
ゼ
ロ
以
下
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
運

用
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
う
条
項
が
つ

い
て
い
た
。
２
月
５
日
の
Ｖ
Ｉ
Ｘ
先

物
の
急
上
昇
に
よ
り
、
こ
の
条
項
が

発
動
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

前
回
、「
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
売
り
戦

略
は
、
突
然
冬
が
来
る
」と
述
べ
た
。

冬
が
来
て
も
、
必
ず
相
場
は
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
、春
が
来
る
も
の
だ
。

Ｖ
Ｉ
Ｘ
イ
ン
バ
ー
ス
に
は
、
も
う
春

は
来
な
い
。 　

　
　
　

 （
三
田　

哉
）

本
稿
で
、
米
国
の
ボ
ラ
テ
ィ
リ

テ
ィ
指
数“
Ｖ
Ｉ
Ｘ
”を
紹
介
し
た

こ
と
が
あ
る
。
Ｖ
Ｉ
Ｘ
の
低
下
に

賭
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
で

は【N
E

X
T

 N
O

T
E

S　

S&
P

500　

V
IX

イ
ン
バ
ー
スET

N

（2049

）】

と
い
う
上
場
商
品
が
あ
る
。
も
し
、

こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｎ
を
買
っ
て
い
た
な
ら

ば
、
ど
ん
な
顛
末
に
な
っ
た
か
？

図
表
に
、
こ
の
Ｅ
Ｔ
Ｎ
の
価
格
の

推
移
を
示
し
た
。
２
０
１
６
年
の
後

半
に
買
っ
て
い
れ
ば
２
０
１
７
年
末

に
は
価
格
は
３
倍
近
く
に
な
っ
て
い

る
。
暗
号
通
貨
に
は
負
け
る
が
、
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
連
動
の
商
品
と
し
て
は

驚
き
の
リ
タ
ー
ン
だ
。
逆
に
Ｖ
Ｉ
Ｘ

イ
ン
バ
ー
ス
で
な
く
、
Ｖ
Ｉ
Ｘ
順

連
動
の【
国
際
のET

F V
IX

短
期
先

物
指
数（1552

）】を
買
っ
て
い
た
な

ら
ば
、
こ
の
期
間
は
悲
惨
だ
っ
た
。

昨
年
は
、“
世
界
的
に
株
価
が
日
々

上
昇
→
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
が
日
々
低

下
〟の
状
況
が
続
い
た
の
で
、
Ｖ
Ｉ

Ｘ
下
落
の
賭
け
が
大
当
た
り
し
た
。
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（図表）　VIXインバース価格

フ
ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）の
議
論
を
踏
ま

え
、「
公
表
に
あ
た
っ
て
」の
文
案
を

も
と
に
、
議
論
さ
れ
た
。

⑵　
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号「
金
融
商
品
」

公
開
草
案
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
対
応
が
行
わ
れ
た
。

委
員
か
ら
特
段
の
反
対
意
見
も
出

ず
、
次
回
の
親
委
員
会（
４
月
９
日
）

に
て
公
表
議
決
す
る
予
定
。

税
　
　
務

平
成
30
年
度
改
正
税
法
、公
布

去
る
３
月
31
日
、
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
30
年

法
律
７
号
）な
ど
、
平
成
30
年
度
税

制
改
正
に
係
る
法
律
・
政
省
令
が
公

布
さ
れ
た
。
基
本
的
に
は
平
成
30
年

４
月
１
日
以
後
開
始
事
業
年
度
か
ら

施
行
さ
れ
る
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

法
人
課
税
に
関
す
る
改
正

⑴　
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
改
組 

「
継
続
雇
用
者
給
与
等
支
給
額
が
対

前
年
度
３
％
以
上
増
加
」お
よ
び「
国

内
設
備
投
資
額
が
減
価
償
却
費
の
総

額
の
90
％
以
上
」の
要
件
を
満
た
す
場

合
等
に
、
給
与
等
支
給
増
加
額
に
つ
い

て
税
額
控
除
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑵　
情
報
連
携
投
資
等
の
促
進
に
係

る
税
制
の
創
設

企
業
内
外
デ
ー
タ
の
連
携
・
高
度

利
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上
等
に
資

す
る
設
備
投
資
に
対
し
て
特
別
償
却 

ま
た
は
税
額
控
除
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

⑶　
租
税
特
別
措
置
の
適
用
要
件
の

見
直
し

賃
金
引
上
げ
や
設
備
投
資
に
つい
て

一定
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
大
企
業
に

つ
い
て
、
研
究
開
発
税
制
そ
の
他
の一

定
の
税
額
控
除
を
適
用
停
止
す
る
措

置
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

⑷　
事
業
再
編
の
見
直
し

支
配
関
係
が
あ
る
法
人
間
の
組
織

再
編
成
の
適
格
要
件
に
つ
い
て
、
当

初
の
組
織
再
編
成
の
後
に
完
全
支
配

関
係
が
あ
る
法
人
間
で
従
業
者
ま
た

は
事
業
を
移
転
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
る
場
合
に
も
、
従
業
者
従
事

要
件
お
よ
び
事
業
継
続
要
件
を
満
た

す
こ
と
と
す
る
と
さ
れ
た
。

⑸　
自
己
株
対
価
Ｔ
Ｏ
Ｂ

産
業
競
争
力
強
化
法
の
認
定
特
別

事
業
再
編
事
業
者
の
行
っ
た
特
別
事

業
再
編
に
よ
り
そ
の
有
す
る
他
の
法

人
の
株
式
等
を
譲
渡
し
、
そ
の
認
定

特
別
事
業
再
編
事
業
者
の
株
式
の
交

付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡

し
た
株
式
等
の
譲
渡
損
益
を
計
上
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
、
産
業
競
争
力
強
化

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
の
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
特
別
事
業
再
編
計
画
に
つ

い
て
認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
限
り

適
用
さ
れ
る
。
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国
際
会
計

概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
お
よ
び
関

連
す
る
基
準
改
訂
、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計

公
開
草
案「
会
計
方
針
の
変
更
」、

公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

⑹　
収
益
認
識
会
計
基
準
に
伴
う
見

直
し

資
産
の
販
売
等
に
係
る
収
益
の
額

は
、
原
則
と
し
て
、
目
的
物
の
引
渡

し
ま
た
は
役
務
の
提
供
の
日
の
属
す

る
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算

上
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
を
明

確
化
す
る
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で
に
開
始
す
る
事
業
年

度
を
も
っ
て
返
品
調
整
引
当
金
制
度

が
廃
止
さ
れ
、
平
成
35
年
３
月
31
日

ま
で
に
開
始
す
る
事
業
年
度
を
も
っ

て
長
期
割
賦
販
売
等
に
係
る
延
払
基

準
が
廃
止
さ
れ
る
。

国
際
課
税
に
関
す
る
改
正

⑴　
恒
久
的
施
設（
Ｐ
Ｅ
）関
連
規
定

の
見
直
し

租
税
回
避
防
止
等
の
た
め
、
Ｐ
Ｅ

の
範
囲
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
31
年
１
月
１

日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
。

⑵　
外
国
子
会
社
合
算
税
制
の
見
直

し本
特
例
の
適
用
対
象
と
な
る
対
象

外
国
関
係
会
社
か
ら
、
一
定
の
外
国

金
融
子
会
社
等
を
除
外
す
る
等
の
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

納
税
環
境
整
備
に
関
す
る
改
正

大
法
人
の
法
人
税
等
の
電
子
申
告

の
義
務
化
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ

た
。こ

の
改
正
は
、
平
成
32
年
４
月
１

日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら

適
用
さ
れ
る
。

去
る
３
月
29
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
概
念

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
改
訂
を
完
了
し
、

新
し
い「
財
務
報
告
に
関
す
る
概
念

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（Conceptual 

F
ram

ew
ork for F

inancial 
R

eporting

）（
以
下
、「
新
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」と
い
う
）を
公
表
し
た
。

新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、

２
０
１
０
年
９
月
に
公
表
さ
れ

た「
財
務
報
告
に
関
す
る
概
念
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（Conceptual 

F
ram

ew
ork for F

inancial 
R

eporting

）（
以
下
、「
旧
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
」と
い
う
）を
更
新
し
、
一
般

目
的
財
務
報
告
の
目
的
と
概
念
を
規

定
し
て
い
る
。

新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
内
容

新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
旧
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
基
礎
と
し
、
そ
の

欠
落
を
埋
め
る
と
同
時
に
明
確
化
と

更
新
を
図
っ
て
お
り
、
旧
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
か
ら
の
顕
著
な
変
更
点
と
し

て
次
が
含
ま
れ
て
い
る
。

・
財
務
報
告
の
目
的
：
経
営
者
の
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
評
価
と
財

務
報
告
の
目
的
の
関
連
性
が
記
述

さ
れ
た
。

・
有
用
な
財
務
情
報
の
質
的
特
性
：

慎
重
性（prudence

）の
役
割
、
測

定
の
不
確
実
性
、実
質
の
形
式
へ
の

優
先（substance over form

）

に
つ
い
て
の
記
述
が
追
加
さ
れ
た

・
報
告
企
業（reporting entity

）：

記
述
が
新
設
さ
れ
た
。

・
財
務
諸
表
の
要
素
：
資
産
お
よ
び

負
債
の
定
義
が
改
訂
さ
れ
た
ほ
か
、

会
計
単
位（unit of account

）

の
記
述
が
新
設
さ
れ
た
。

・
認
識
お
よ
び
認
識
の
中
止
：
認
識

に
つ
い
て
の
記
述
が
改
訂
さ
れ
、認

識
の
中
止
に
つ
い
て
の
記
述
が
新

設
さ
れ
た
。

・
測
定
：
測
定
基
礎
の
選
択
に
お
け

る
考
慮
要
素
を
含
め
、記
述
が
大
幅

に
拡
張
さ
れ
て
い
る
。

・
表
示
お
よ
び
開
示
：
記
述
が
新
設

さ
れ
、収
益
お
よ
び
費
用
を
そ
の
他

の
包
括
損
益
に
区
分
す
べ
き
状
況

や
そ
の
後
の
リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に

つ
い
て
の
方
針
が
記
述
さ
れ
た
。

概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
の
改
訂

新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
公
表
と
同

時
に
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基

準
書
に
お
け
る
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
へ
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
改
訂
」

（A
m

endm
ents to R

eferences 
to the Conceptual Fram

ew
ork 

in IFR
S Standards

）（
以
下
、「
本

改
訂
」と
い
う
）を
公
表
し
、
旧
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ま
た
は
そ
の
内
容
な

ど
へ
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
次
の
基
準
書
等
の
改
訂
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
実
施
し
た
。

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
２
号「
株
式
に
基
づ
く
報

酬
」

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
６
号「
鉱
物
資
源
の
探
査

及
び
評
価
」

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
１
号「
財
務
諸
表
の
表
示
」

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号「
会
計
方
針
、
会
計
上

の
見
積
り
の
変
更
及
び
誤
謬
」

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
34
号「
期
中
財
務
報
告
」

・
Ｓ
Ｉ
Ｃ
32
号「
無
形
資
産
―
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
コ
ス
ト
」

・
実
務
記
述
書
２
号「
重
要
性
の
判
断

の
行
使
」な
ど

一
方
で
、
本
改
訂
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
３
号「
企
業
結
合
」に
基
づ
く
取
得

法
の
適
用
に
あ
た
っ
て
の
資
産
お
よ

び
負
債
の
識
別
、
な
ら
び
に
、
Ｉ
Ａ

Ｓ
８
号
に
基
づ
く
料
金
規
制
に
よ
っ

て
生
じ
る
規
制
繰
延
勘
定
に
関
す
る

会
計
方
針
の
決
定
に
つ
い
て
、
新
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
適
用
し
な
い
と
し

て
い
る
ほ
か
、
次
の
基
準
書
の
規
定

が
新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
変
更

さ
れ
な
い
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

・
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
14
号「
規
制
繰
延
勘
定
」

に
お
け
る
信
頼
性（reliability

）の

概
念

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
37
号「
引
当
金
、
偶
発
負
債

及
び
偶
発
資
産
」に
お
け
る
負
債
の

概
念

・
Ｉ
Ａ
Ｓ
38
号「
無
形
資
産
」に
お
け

る
資
産
の
概
念

適
用
期
日
等

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
基
準
設
定
に
あ
た
り

新
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
利
用
を
た
だ

ち
に
開
始
す
る
が
、
本
改
訂
は
原
則

と
し
て
２
０
２
０
年
１
月
１
日
以
降

に
開
始
す
る
年
度
か
ら
発
効
す
る

（
早
期
適
用
可
）た
め
、
企
業
が
会
計

方
針
の
決
定
や
変
更
の
た
め
に
新
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
た
だ
ち
に
用
い
る

必
要
は
な
い
。

た
だ
し
、
本
改
訂
は
、
実
務
上
不

可
能（im

practicable

）ま
た
は
過

大
な
コ
ス
ト
や
労
力（undue cost 

or effort

）を
要
す
る
場
合
を
除
き
、

遡
及
適
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

去
る
３
月
27
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号「
会
計
方
針
、
会
計
上

の
見
積
り
の
変
更
及
び
誤
謬
」を
修

正
す
る「
会
計
方
針
の
変
更
」（
Ｉ
Ａ

Ｓ
８
号
の
修
正
案
）（
以
下
、
公
開
草

案
）を
公
表
し
た
。

公
開
草
案
の
内
容

公
開
草
案
で
は
、
一
定
の
場
合
に
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フラッシュ

会
　
　
計

「
注
記
情
報
の
充
実
」の
検
討
の

方
向
性
に
懸
念

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
専
門
委

該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
計
方
針

の
自
主
的
な
変
更
を
容
易
に
す
る
こ

と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号
で
は
、
会
計
方
針
の

変
更
が
、
①
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
に
よ
っ
て
求

め
ら
れ
る
、
ま
た
は
、
②
財
政
状
態
、

財
務
業
績
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
に
対
し
て
取
引
や
事
象
が
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
、
信
頼
性
が
あ

り
、
よ
り
目
的
適
合
性
の
高
い
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
の

み
、
会
計
方
針
を
変
更
す
る
こ
と
に

な
る
。

会
計
方
針
の
自
主
的
変
更
の
理
由

こ
の
う
ち
、
前
記
②
の
会
計
方
針

の
自
主
的
な
変
更
を
行
う
た
め
の
理

由
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針

委
員
会
が
公
表
し
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
に
含
ま
れ
る
説
明
に
基
づ
い
て
再

検
討
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
と
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ

Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会
に
よ
っ
て
公
表

さ
れ
た
決
定
で
あ
り
、
基
準
設
定
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
特
定
の
事
項
を
追
加
し

な
か
っ
た
背
景
を
説
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
目
的
は
、
企
業
間
に
お
け
る

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
の
適
用
に
一
貫
性
を
持
た

せ
る
こ
と
に
あ
る
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
は
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
書
で
は
な
い
た

め
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
自
体
が
、
前

記
①
の
基
準
の
変
更
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
会
計
方
針
の
変
更
に
該
当
す
る

こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に
よ

り
取
引
等
を
再
検
討
し
た
結
果
、
自

主
的
な
会
計
方
針
の
変
更
や
、
会
計

上
の
見
積
り
の
変
更
、
過
年
度
の
誤

謬
の
修
正
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

遡
及
免
除
の
提
案

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に
対
応
す
る
た

め
に
会
計
方
針
を
自
主
的
に
変
更
す

る
こ
と
は
、
企
業
の
置
か
れ
た
状
況

に
よ
っ
て
は
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号
に
よ
る

と
、
実
務
上
不
可
能
な
場
合
を
除
い

て
は
、
自
主
的
に
会
計
方
針
を
変
更

す
る
際
に
は
、
過
去
か
ら
変
更
後
の

新
た
な
会
計
方
針
が
継
続
し
て
適
用

さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
遡
及
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
に
対
応
す
る
会
計
方
針
の
自
主
的

な
変
更
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
公

開
草
案
で
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号
を
修
正

し
、
会
計
方
針
の
変
更
に
関
す
る
遡

及
を
免
除
す
る「
実
務
上
不
可
能
」に

該
当
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
提
案

が
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
公
開
草
案
に
よ
り
提
案
さ

れ
て
い
る
ハ
ー
ド
ル
の
決
定
に
は
、

新
た
な
会
計
方
針
を
遡
及
適
用
す
る

こ
と
に
よ
る
財
務
諸
表
の
利
用
者
に

対
す
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
、
遡
及
適

用
に
よ
る
影
響
を
把
握
す
る
た
め
の

コ
ス
ト
の
検
討
が
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。

コ
メ
ン
ト
期
限

公
開
草
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
期

限
は
、
２
０
１
８
年
７
月
27
日
で
あ

る
。

去
る
３
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
11
回
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
４
月
以
降
に
開
催
さ
れ

る
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
に
お
け
る
デ
ィ
ス

ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
関
連
の
議
題
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

基
準
諮
問
会
議
の
テ
ー
マ

本
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
基
準

諮
問
会
議
で
は
、「『
経
営
者
が
会
計

方
針
を
適
用
す
る
過
程
で
行
っ
た
判

断
』及
び『
見
積
り
の
不
確
実
性
の

発
生
要
因
』に
関
す
る
注
記
情
報
の

充
実
」に
つ
い
て
、
当
専
門
委
員
会

に
さ
ら
に
深
掘
り
し
た
検
討
を
行

う
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た（
２
０
１
８
年
４
月
１
日
号（
№

１
５
０
８
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）。

こ
の
依
頼
に
対
し
て
専
門
委
員
か

ら
は
、「
テ
ー
マ
が
曖
昧
す
ぎ
て
何
を

議
論
す
べ
き
か
不
明
確
」、「
議
論
す

べ
き
内
容
を
整
理
す
べ
き
」な
ど
多

く
の
懸
念
が
聞
か
れ
た
。

事
務
局
は
、
次
回
の
基
準
諮
問
会

議（
２
０
１
８
年
７
月
に
開
催
予
定
）

で
同
テ
ー
マ
の
議
論
の
進
捗
状
況
等

を
報
告
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
会
議
で
の
議
題
へ
の
対
応

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
連
す

る
次
の
議
題
に
係
る
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務

局
の
発
言
案
等
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
た
。

⑴　
「
開
示
に
関
す
る
取
組
み
―
開
示

原
則
」

⑵　
「
基
本
財
務
諸
表
」

⑶　
会
計
方
針
と
会
計
上
の
見
積
り

（
Ｉ
Ａ
Ｓ
８
号
の
修
正
案
）

⑴　
「
開
示
に
関
す
る
取
組
み
―
開

示
原
則
」

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
は
開
示
原
則

Ｄ
Ｐ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
５
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
の
う
え

で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
５（
開
示
の
主
要

な
問
題
点
の
解
決
に
直
接
的
に
関
連

す
る
ト
ピ
ッ
ク
）に
つ
い
て
、
開
示

に
関
す
る
要
求
事
項
の
開
発
お
よ
び

文
案
作
成
に
あ
た
り
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
利

用
す
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開

発
、
的
を
絞
っ
た
基
準
レ
ベ
ル
で

の
開
示
に
関
す
る
要
求
事
項
の
レ

ビ
ュ
ー
の
２
つ
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
は
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
す
る

た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
基
準
開
発
の

際
に
利
用
で
き
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
作

成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
基
準
レ
ベ

ル
で
開
示
に
関
す
る
要
求
事
項
の
レ

ビ
ュ
ー
を
行
う
方
向
性
は
支
持
で
き

る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
否
は
Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｂ
が
開
発
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

と
、
試
験
的
に
適
用
す
る
対
象
と
し

て
選
定
す
る
基
準
や
レ
ビ
ュ
ー
す
る

項
目
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る

と
の
考
え
を
発
言
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
る
。

⑵　
「
基
本
財
務
諸
表
」

「
基
本
財
務
諸
表
」に
つ
い
て
は
、

①
こ
れ
ま
で
の
暫
定
決
定
の
金
融
機

関
へ
の
適
用
と
、
②
行
項
目
の
集
約

お
よ
び
分
解
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
は
、
①
に
つ
い

て
、
財
務
業
績
計
算
書
の
構
成
に
関

す
る
現
在
の
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
暫
定
決
定

は
諸
論
点
を
解
決
で
き
る
と
は
思
わ

ず
、
金
融
機
関
の
財
務
業
績
を
表
現

す
る
う
え
で
適
切
で
は
な
い
旨
な

ど
、
②
に
つ
い
て
、
行
項
目
の
集
約

お
よ
び
分
解
表
示
を
行
う
目
的
や
、

集
約
と
分
解
表
示
の
関
係
な
ど
、
に

言
及
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

⑶　
会
計
方
針
と
会
計
上
の
見
積
り

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
は
会
計
方
針

を
会
計
上
の
見
積
り
と
区
別
す
る
た

め
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
よ
う
な

例
を
示
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
は
、（
設
例
案
よ

り
も
）規
範
性
の
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基

準
本
文
に
具
体
的
な
論
点
に
基
づ
く

追
加
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
設
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
を
発
言
す
る

予
定
で
あ
る
。
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会
　
　
計

金
融
商
品
以
外
の
公
正
価
値
の

国
際
的
整
合
性
の
取
組
み
、議
論

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

去
る
３
月
29
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
５
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

金
融
商
品
以
外
の
公
正
価
値
測
定
に

関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
開
示

金
融
商
品
以
外
の
公
正
価
値
測
定

に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
お
よ
び
開
示

に
つ
い
て
日
本
基
準
を
国
際
的
に
整

合
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
は
次
の
よ
う
に
提
案

さ
れ
た
。

①　
金
融
商
品
以
外
の
時
価
の
定
義

お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン
ス

金
融
商
品
以
外
に
関
す
る
時
価
の

定
義
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

は
、ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
目
的
で
保
有
す

る
棚
卸
資
産
を
除
き
、現
状
よ
り
さ
ら

に
国
際
的
に
整
合
性
を
高
め
る
必
要

性
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

な
お
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
目
的
で

保
有
す
る
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
は
、今

後
、国
際
的
に
整
合
性
を
高
め
る
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。 

仮
に
金
融
商
品
に
関
す
る
時
価
の

定
義
に
つ
い
て
国
際
的
な
整
合
性
を

図
り
、金
融
商
品
以
外
に
つ
い
て
図
ら

な
か
っ
た
場
合
、次
の
事
項
が
論
点
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

⒜　
会
計
基
準
の
体
系
を
ど
う
す
る
か

（
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
会
計
基

準
を
開
発
す
る
か
、
金
融
商
品
会
計

基
準
の
改
正
と
す
る
か
）

⒝　
現
在
の「
時
価
」の
記
載
を「
公
正

価
値
」に
変
更
す
る
か
否
か

⒞　
現
行
の
日
本
基
準
に
お
け
る
１
つ

の
基
準
で
金
融
商
品
と
金
融
商
品
以

外
の
時
価
を
参
照
す
る
取
扱
い（
た

と
え
ば
、
企
業
結
合
に
お
け
る
時
価

を
基
礎
と
し
た
取
得
原
価
の
配
分
や

年
金
資
産
の
評
価
）に
つ
い
て
、別
途

の
対
応
が
必
要
と
な
る
か

②　
金
融
商
品
以
外
の
時
価
に
関
す

る
開
示

金
融
商
品
以
外
の
時
価
に
関
す
る

開
示
に
つ
い
て
は
、現
行
の
日
本
基
準

に
お
け
る
賃
貸
等
不
動
産
の
時
価
開

示
に
追
加
し
て
国
際
的
な
会
計
基
準

と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
必
要
性
は

必
ず
し
も
高
く
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
、特
段
の
取
組
み
に
着
手
し
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
目
的
で
保
有
す
る
棚
卸
資
産
に

つ
い
て
は
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
の
ヘ
ッ
ジ
商
品
が
考
え
ら
れ

る
。
明
確
な
定
義
を
し
て
ほ
し
い
」、

「
時
価
と
公
正
価
値
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
幅
広
に
既
存
の
基
準
へ
の
影

響
を
検
討
す
べ
き
」と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。

次
回
か
ら
個
別
論
点
を
順
次
、
議

論
す
る
予
定
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測
定
」

適
用
後
レ
ビ
ュ
ー
に
関
す
る
最
近

の
検
討
状
況

３
月
の
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー
ド
会
議
で
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号
の
適
用
後
レ
ビ
ュ
ー

の
情
報
要
請
を
踏
ま
え
た
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

と
し
て
の
対
応
の
方
向
性
が
議
論
さ

れ
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号
は
有
用
な
情
報
を
提
供

し
て
お
り
、
大
き
な
修
正
を
行
う

必
要
は
な
い
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
事
務
局
か
ら
は
、
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
13
号
の
追
加
修
正
は
今
後
さ
れ

る
可
能
性
が
低
い
感
触
で
あ
っ
た

旨
、
説
明
が
あ
っ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
動
的
リ
ス
ク
管
理
に

関
す
る
最
近
の
検
討
状
況

主
に
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
で
問

題
と
な
る
動
的
リ
ス
ク
管
理
に
つ

き
、
３
月
の
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー
ド
会
議

で
検
討
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
検
討
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

専
門
委
員
の
、「
対
象
は
金
利
リ
ス

ク
の
み
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、

「
銀
行
の
金
利
リ
ス
ク
を
ま
ず
検
討
。

い
ず
れ
株
や
為
替
も
議
論
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
」と
事
務
局
か
ら
回
答

が
あ
っ
た
。

金
　
　
融

物
価
上
昇
で
も
改
善
し
な
い
企
業

の
景
況
感

経理用語の豆知識
仮想通貨の会計処理

仮想通貨とは、資金決済法２条５項に規定する仮想通貨をいう。
仮想通貨交換業者および仮想通貨利用者は、保有する仮想通貨

（仮想通貨交換業者が預託者から預かった仮想通貨を除く）につ
いて、活発な市場が存在する場合、市場価格に基づく価額をもっ
て当該仮想通貨の貸借対照表価額とし、帳簿価額との差額は当
期の損益として処理する。活発な市場が存在しない場合、取得原
価をもって貸借対照表価額とする。期末における当該処分見込価
額が取得原価を下回る場合には、当該処分見込価額をもって貸借
対照表価額とし、取得原価と当該処分見込価額との差額は当期の
損失として処理する。

活発な市場が存在する場合とは、仮想通貨交換業者または仮
想通貨利用者の保有する仮想通貨について、継続的に価格情報
が提供される程度に仮想通貨取引所または仮想通貨販売所にお
いて十分な数量および頻度で取引が行われている場合をいうもの
とする。

総
務
省
が
３
月
23
日
に
発
表
し
た

２
月
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数（
Ｃ

Ｐ
Ｉ
）は
、
総
合
指
数
、
生
鮮
食
品

を
除
く
総
合
指
数
、
生
鮮
食
品
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
総
合
指
数

で
、
各
々
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス
１
・

５
％
、プ
ラ
ス
１
・
０
％
、プ
ラ
ス
０
・

５
％
だ
っ
た
。
昨
年
２
月
は
同
じ
く

プ
ラ
ス
０
・
３
％
、プ
ラ
ス
０
・
２
％
、

プ
ラ
ス
０
・
１
％
の
動
き
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
１
年
で
物
価

上
昇
の
動
き
に
弾
み
が
つ
い
て
き
た

と
い
え
る
。

ト
レ
ン
ド
を
み
る
と
、
特
に
昨
年

末
か
ら
伸
び
が
急
速
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
項
目
別
に
は
、
昨
年
10
月

以
降
は
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
の
上
昇
が

目
立
ち
、
全
体
を
押
し
上
げ
る
効
果

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
ベ
ツ
や

み
か
ん
な
ど
の
生
鮮
食
品
も
、
物
価

上
昇
に
寄
与
し
た
形
と
な
っ
て
い

る
。
経
済
成
長
の
観
点
か
ら
は
サ
ー
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フラッシュ

証
　
　
券

ト
ラ
ン
プ・
リ
ス
ク
に
ど
こ
ま
で

耐
え
ら
れ
る
か

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2018年
3月26日

「コーポレートガバナン
ス・コードの改訂と投資
家と企業の対話ガイドラ
インの策定について」 金融庁

スチュワードシップ・コード及びコーポレートガバナンス・コードのフォ
ローアップ会議の議論をもとに、コーポレート・ガバナンス（CG）改革を
より実質的なものへと深化させていくためにCGコードの改訂ならびに
企業と投資家の対話のガイドラインの策定を提言したもの。
https://www.fsa.go.jp/news/30/singi/20180326-1.html

―

2018年
3月26日

投資家と企業の対話ガイ
ドライン（案）

機関投資家と企業の対話において重点的に議論することが期待される事
項をまとめるもの。コメント期限は2018年4月29日まで。
https://www.fsa.go.jp/news/30/singi/20180326-2.html

―

2018年
3月26日

「現在開発中の会計基準に
関する今後の計画」の改訂 ASBJ

金融商品の公正価値測定に関するガイダンスおよび開示について、
IFRS13号「公正価値測定」を踏まえた検討を行っている。
https://www.asb.or.jp/jp/project/plan.html

―

2018年
3月26日

法務省令第5号
会社法施行規則及び会社
計算規則の一部を改正す
る省令

法務省

「金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ報告」を受けた開
示府令、企業会計基準28号「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等
が公表されたことに伴い、所要の修正を行ったもの。
http://search.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDE
TAIL&id=300080160&Mode=2

―

2018年
3月30日

フォローアップ会議の提
言を踏まえたコーポレー
トガバナンス・コードの
改訂について

東京証券
取引所

「企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮」を加え、政策保有株式
や、取締役会等の責務などの項目を修正した改訂案を示すもの。コメント
期限は2018年4月29日まで。
http://www.jpx.co.jp/rules-participants/public-comment/detail/
d1/20180330-01.html

―

2018年
3月30日

「上場会社における不祥事
予防のプリンシプル」

日本取引
所自主規
制法人

上場会社の不祥事予防の取組みに際し、強く期待される行動や対応に関
する原則（プリンシプル）を策定したもの。
http://www.jpx.co.jp/news/3030/20180330.html

―

ビ
ス
関
連
の
伸
び
を
期
待
し
た
い

が
、
宿
泊
料
が
プ
ラ
ス
５
・
２
％
と

上
昇
が
目
立
つ
項
目
と
な
っ
て
い
る

他
は
、
依
然
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

生
鮮
食
品
な
ど
供
給
側
の
コ
ス
ト
要

因
で
の
上
昇
が
目
立
つ
形
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
の

脱
却
と
い
う
日
銀
の
目
的
か
ら
す
れ

ば
、
総
体
的
な
物
価
上
昇
が
第
一
な

の
で
、
昨
年
末
以
来
の
物
価
上
昇
が

や
や
加
速
し
て
い
る
傾
向
は
好
ま
し

い
。ま

た
日
銀
は
４
月
２
日
、
３
月
を

調
査
対
象
と
し
た
全
国
企
業
短
期
経

済
観
測
調
査（
短
観
）の
結
果
を
公
表

し
た
。
景
況
感
が「
良
い
」と
答
え
た

企
業
の
割
合
か
ら「
悪
い
」と
答
え
た

企
業
を
引
い
た
業
況
判
断
指
数（
Ｄ

Ｉ
）（
大
企
業
製
造
業
）は
24
で
、
前

回
12
月
調
査
結
果
の
26
か
ら
２
ポ
イ

ン
ト
悪
化
し
た
。
大
企
業
製
造
業
の

Ｄ
Ｉ
悪
化
は
、
２
０
１
６
年
３
月
調

査
以
来
２
年
振
り
と
な
っ
た
。
前
回

12
月
か
ら
み
る
と
、
こ
の
間
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
幅
を
広
げ
た
こ

と
と
、
調
査
期
間
中
に
米
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
る
輸
入
制
限
措
置
が
発
表

さ
れ
、
企
業
マ
イ
ン
ド
が
悪
化
し
た

こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。政

策
対
応
と
し
て
は
、
内
需
主
導

に
よ
る
物
価
押
し
上
げ
と
景
況
感
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
政
府
が

提
示
す
る
３
％
の
賃
上
げ
の
実
現
も

実
施
可
能
な
企
業
が
限
ら
れ
る
状
況

で
、
成
長
の
カ
ギ
と
な
る
物
価
上
昇

と
賃
上
げ
の
好
循
環
の
定
着
に
は
ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

ア
メ
リ
カ
の
自
由
貿
易
へ
の
挑
戦

は
何
と
も
や
っ
か
い
な
問
題
だ
。
自

由
貿
易
の
秩
序
を
維
持
す
る
責
任
が

あ
る
は
ず
の
超
大
国
が
、
自
ら
築
い

て
き
た
秩
序
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
の

だ
。
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
世
界

の
株
価
が
混
乱
に
陥
る
の
も
当
然
だ

ろ
う
。
懸
念
さ
れ
て
い
た
ト
ラ
ン

プ
・
リ
ス
ク
の
顕
在
化
と
い
う
ほ
か

な
い
。

ア
メ
リ
カ
以
外
の
国
々
は
団
結
し

て
超
大
国
に
姿
勢
を
改
め
る
よ
う
迫

る
他
は
な
い
が
、
各
国
の
利
害
が
錯

綜
し
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
ま
と
ま
る

こ
と
が
で
き
る
か
心
配
だ
。
中
国
の

よ
う
に
力
の
あ
る
大
国
が
個
別
に
ア

メ
リ
カ
へ
の
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と

で
、
緊
張
が
強
ま
る
と
い
う
展
開
が

続
く
公
算
が
大
き
い
。
当
分
の
間
、

株
価
を
冷
や
し
続
け
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
そ
う
に
な
い
。

も
う
１
つ
の
リ
ス
ク
は
国
際
政
治

問
題
で
あ
る
、
北
朝
鮮
、
中
近
東
、

ロ
シ
ア
な
ど
の
情
勢
で
あ
る
が
、
目

先
、
最
も
影
響
の
大
き
い
の
は
北
朝

鮮
情
勢
で
あ
る
。
今
年
、
北
朝
鮮
は

融
和
姿
勢
を
一
気
に
強
化
し
て
き
て

お
り
、４
月
末
に
は
南
北
首
脳
会
談
、

５
月
末
に
は
米
朝
首
脳
会
談
を
決

定
・
予
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。

首
脳
会
談
の
結
果
と
し
て
北
朝
鮮

の
非
核
化
が
実
現
す
れ
ば
、
世
界
の

株
価
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
材
料

と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
焦
点
で
あ
る
史
上
初
の
米

朝
首
脳
会
談
は
、
ア
メ
リ
カ
が
会
談

開
催
の
決
定
後
、
担
当
閣
僚
を
強
硬

派
と
入
れ
替
え
る
な
ど
、
両
国
の
真

意
を
め
ぐ
っ
て
予
断
を
許
さ
な
い
展

開
に
な
っ
て
い
る
。

世
界
の
株
式
市
場
に
と
っ
て
、
ト

ラ
ン
プ
・
リ
ス
ク
が
取
り
沙
汰
さ
れ

て
も
、
景
気
が
堅
調
で
、
金
融
情
勢

も
安
定
し
て
い
れ
ば
、今
後
の
懸
念
、

不
安
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
と
い
う

世
界
１
、２
位
の
経
済
大
国
の
景
気

は
大
丈
夫
の
よ
う
だ
が
、
第
３
位

の
日
本
の
景
気
に
は
黄
信
号
が
灯
っ

た
。
直
近
の「
日
銀
短
観
」で
企
業
の

景
況
感
が
悪
化
し
た
。
大
企
業
の
業

況
判
断
指
数
が
８
四
半
期
振
り
悪
化

し
、
先
行
き
も
下
方
修
正
さ
れ
た
。

悪
化
の
主
因
は
２
月
以
降
の
円
高
シ

フ
ト
で
あ
る
。
短
観
は
企
業
マ
イ
ン

ド
を
問
う
も
の
で
、
こ
の
結
果
は
深

刻
な
も
の
で
は
な
い
が
、
要
注
意
で

あ
る
。


